
事 前 相  談  書  
〇 年 〇 月 〇 日 

 
横浜市長 

 
相談者 住所 横浜市中区本町６-50-10 

氏名 横浜 太郎 

電話 ０４５（〇〇〇）〇〇〇〇 

 
都市計画法第 29 条の規定による開発行為の許可の要否について、次のとおり事前相談書

を提出します。 

なお、開発行為の許可の要否以外は本相談に含まないことを了承します。 

 

所 在 地 

（ 地  番 ） 
 横浜市〇〇 区 〇〇町・・・ 

相談区域の面積 〇〇〇〇．〇〇 ㎡（切盛面積  〇〇〇．〇〇 ㎡） 

予定建築物等の

用 途 
 一戸建ての住宅（〇戸） 

現在又は従前の

土地利用の状況 
 駐車場 

宅 地 造 成 工 事 

規 制 区 域 
 ■ 内    □ 外 

備 考 
 

１ 添付書類 

(1) 位置図 

(2) 現況図 

(3) 土地利用計画図 

(4) 造成計画平面図（現況と計画の重ね図、切土:黄色／盛土:赤色） 

(5) 造成計画断面図（現況と計画の重ね図、切土:黄色／盛土:赤色、切盛高さを明記） 

(6) 相談区域及び切土盛土の面積求積表 

(7) 公図及び土地の登記事項証明書（原本） 

(8) 現況写真（撮影日を明記、撮影箇所図を添付） 

(9) その他許可要否の判断上必要な書類（                   ） 

 ※(4)、(5)及び(6)の切土盛土の面積求積表は、切土又は盛土がない場合は省略可 

 ※(7)は原本照合の上、写しでも可 

２ 提出部数  一部 

相談者はどなたでも構いません。 

（会社に属する方の場合は、会社名を記載願います。） 

一連する造成地

等がある場合は、

その部分も含む。 

各図面において、相談区域を

赤太線で囲ってください。 

市街化区域では相談

区域面積 500 ㎡未満

は本相談書の対象外 

法務局で交付されるもの 

（ネットで取得したものは不可） 

省略する場合は、土地利

用計画図に「造成なし」

と記入してください。 

実測による。 現況図、土地利用計画図及び造成計画平面

図には、相談区域内外の地物及び地盤高さ

（現況／計画）を明示してください。 


